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Ｉ Ｔ と 福 祉 制 度 に つ い て  
三重県身体障害者総合福祉センター経営企画チーム 

企画グループリーダー  白 山 靖 彦 

近ＩＴ、ＩＴという話の中で、障害者の方がそのＩＴを利用していかに生活を充実していくか、ということが

になっています。ＩＴというのはパソコンだけでなく非常に広範囲のものなのですが、パソコンを例にとって

も、ハードもソフトもどんどん進化してなかなかついて行けません。我々自身もついて行けないということは、

を持っている人にとっては、情報弱者（デバイド）になる可能性がさらに高くなると言えます。 
日は、障害者の方のＩＴ活用についての関連福祉制度について述べたいと思います。 

コン 
害者の方が使いやすい、便利な周辺機器とかソ

とかは、Windows パソコン用に作られている

が多い。（マッキントッシュ対応品は少ない） 

常生活用具として、プリンタを含めて給付対象

っています。 

障害者用活字文字読み上げ装置（スピーチオ） 
に印刷された模様（ＳＰコード）を読み取るこ

、その紙に書いてある文章を音声で読み上げる

ができます。平成１５年度から日常生活用具と

認定されました。 

身体障害者用意思伝達装置（伝の心） 
ＬＳ患者さんが身体の一部をわずかに動かして、

生活使用文や定型句を選択したり、自由に文章

成できる装置です。インターネットもできます。 
中でも給付されます。 

型意思伝達装置（トーキングエイド） 
声言語機能に障害がある方が、話したいことを

して、相手の前でその内容を音声で読み上げる

ができます。 
れも日常生活用具として給付されます。 

 
マウスクリック自動実行ソフトウエア（マジックカー

ソル２０００） 

マウスのクリックができにくい方のために、指定

の場所にマウスポインターをあてるだけで、クリッ

クをしてくれるようになるソフトウエアです。 
障害者情報バリアフリー化支援事業による補助金

対象です。 
 
ＩＴに関する補助事業 

①障害者情報バリアフリー事業、②パソコンボラ

ンティア養成・派遣事業、③パソコンリサイクル事

業、④障害者ＩＴサポートセンター運営事業、⑤パ

ソコンボランティア指導者養成事業、⑥高度情報通

信福祉事業などがありますが、三重県で実施してい

るのは①と④だけです。 
これから皆さんがいろんな情報を収集し共有化し

ながら、関係部署（県市町村）へ働きかけていただ

けたらと思います。 
 
支援する側に必要なもの 

ＩＴの技術力と障害の知識、マネジメント力が一

体となって機能すること、最後はやっぱり『やる気

と情報！』です！！！ 

ＣＴＦ列車のイラスト 
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紙情報のユニバーサルデザインの切り札＝スピーチオ 

ＣＴＦ通信の一部が「スピーチオ」に対応 

 

 

ＳＰコード専用読取装置スピーチオの写真   皆さん左の写真の可愛らしい卵型の機械は、いったい何だと思

われますか？ 

これは、高齢者や視覚障害者に向けて開発されたＳＰコード専

用読み取り装置で、名前を「スピーチオ」と言います。 

紙に印刷されているＳＰコードを読み取ることで、記録されて

いる情報を音声で聞くことができます。 

ＳＰコードは、Microsoft Word で作る文書の片隅に簡単に印

刷することができますので、視覚障害者も晴眼者も、同じ紙から同

じ情報を得ることができる「紙情報のユニバーサルデザイン」が実

現されます。 

このスピーチオは、平成１５年度厚生労働省日常生活用具「視覚障害者用活字文字読み上げ装置」として正式に

認定されましたので、普及に弾みがつくものと期待されますが、そのためにはＳＰコードを印刷した文書が増えな

いと意味がありません。 

そこで、ＣＴＦ通信も今月号からＳＰコードを印刷することとしました。 （２ページと３ページの右下にある

切手大の模様です） 
Microsoft Word の文書にＳＰコードを印刷するのは、専用ソフ

トをダウンロードして（無償でできます）パソコンにインストール

することで簡単にできますので、皆さんもぜひやってみてください。

そして、文書にはＳＰコードが印刷してあるのが普通という、「紙情

報のユニバーサルデザイン」を実現しましょう。 

スピーチオ関連情報Ｗｅｂページ・アドレス： 

 http://www.sp-code.com/index.html 
チョコレート菓子チョコボールの箱の写真 

このスピーチオを始めて見たとき、『以前にどこかで見たような気がす

る・・・』、が、なかなか思い出せずにいたのですが、最近やっと思い出しま

した。『そうだ！あのキョロちゃんだ！！』。 皆さん、そう思いませんか？ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

無人島とカモメのイラスト 
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第４回役員会開催 
 
 

６月１４日（土）松阪市障害者福祉センター（松

阪市殿町）において、第４回役員会議を開催しま

した。 
会員７名（うち役員６名）が出席し、第１回Ｉ

Ｔ・コミュニケーション研究会の進め方、協賛事

業（七夕まつり７０、出会い発見まつさかウォー

ク７０）でのイベント等について検討しました。 
 

上の写真は、６月１６日に開催された、第１回ＩＴ・コミュニケーション

研究会の様子。 ５０名の関係者の方が出席してくださいました。 
 
 

６月に実施した事業 

 
 

第４回役員会議 

（６月１４日） 

聴覚障害者向けＩＴ講座 

第１４回（６月１３日） 

第１５回（６月２７日） 

障害者対象個人向けパソコン講座 

（６月３日、１０日、１７日） 

ユニバーサルデザインリーディング事業 

ＩＴ・コミュニケーション研究会 

第１回（６月１６日） 

会員研修（ＨＰ作成講座） 

（６月１３日、２７日） 

 

 

 

 

 

 

 

７月の予定 
 

 

第５回役員会議 

１９日 １３：３０～１６：３０ 

松阪市社会福祉会館にて 

聴覚障害者向けＩＴ講座 

１１日、２５日 各１８：３０～２０：３０ 

松阪市中央公民館にて 

障害者対象個人向けパソコン講座 

１日、８日、１５日、２２日 

各９：３０～１１：３０ 

松阪市障害者福祉センターにて 

ユニバーサルデザインリーディング事業 

ＩＴ・コミュニケーション研究会 

２２日 １３：３０～１６：００ 

三重県松阪庁舎にて 

 

 
 

質問箱の設置について 
 

会員の皆様、パソコンを使っていて『ちょっとわからない、

困った！』という経験はありませんか？ 
そんなときお役に立つのが“質問箱”。ＣＴＦ松阪のホー

ムページに“質問箱”を設置しました。 
利用にあたって、特にむずかしい条件はありません、お気

軽にご利用ください。（ただし、内容によっては管理者の権限

で削除されることもありますのでご了承ください） 

 

これまでの質問や、それに対する回答も載っていますので

見てください、すでにどなたかが、あなたと同じ質問をされ

て解決しているかも知れませんヨ。 
それからもう一つお願いです、質問に対して、『私はこう

やって解決した！』という方、ぜひ回答を 
してください。そちらの投稿もお待ちして

います。 
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リレー随筆 ナンバー２  先月号から連載をはじめて好評の「リレー随筆」ですが、今月は、このほど花岡公民

館でパソコンクラブを立ち上げて、パソコンを通じて地域の方々のＩＴ技術向上と親

睦・融和に活躍されている、梶川正一様から投稿していただきました。 
 

2 
 

バリアーフリーとユニバーサルデザイン 

先日、久し振りに田舎に帰った。まだ一部昔のままの道はあるが道路巾も広くなりカーブも少な

くなっていた。私は現在８０才。奈良で会社勤めを４０年、勤めを終えて１１年前に故郷三重に帰

ってきた。想えば人生の半分を奈良で暮らしたことになる。４０年と言っても前半の４０年は、子

供の頃を含めての４０年。奈良での４０年は成人してからの４０年。帰ってきて感じたことは、松

阪市内も大きく変化していたことである。道路も、町並みもすっかり変わっていたのに驚く。もっ

と変わっていたのは、田舎の人々の生活様式と心だ。私が子供の頃の田舎は、松阪から遠く離れた

山奥の小さな集落だった。村の人々は松阪へでるのは一年に数える程も無かったと思う。村全体が

一つの家族のようだった、不便な生活を誰も不便とは感じない「住めば都」で暮らしてきたのだか

ら！。今は違う、スーパーもあるから街と同じ食生活であり、全てが都会と同じになった。人の心

も？！。変わらないのは山と河。田には農作業をする人の姿も少なくなって、耕運機だけがうなっ

ている。（のどかな風景とは言えないようだ！）外で遊ぶ子供の姿はない、私たちの子供の頃は外でしか

遊ばなかったから。小さい子も大きい子も何時も一緒だった、自然のなかで遊んだことを思い出す、

子供の頃、よく遊んだ場所は整地されてすっかり変わっていた。 

奈良では１０年余り、ボランティアをしていたが、当時は、バリアーフリーな

んて言葉は知らなかった。まして ユニバーサルデザインも、ＩＴの普及も無か

った時代だから当然だ。昔と現在の生活様式を比較すると、此れが バリアーフ

リーで、ユニバーサルデザインかと思う。障害をお持ちの方も、健常者も住みよ

くなったことは現在に生きる者にとっては幸せなことだ。最近は車のメーカーも

運転に不便な障害を取り除く努力をしているようだ。が、 自分達の生活には気

付かない障害が、まだ々 沢山あると思う。・・・・・ 

然し、もっと大きなバリアーがある、何時も世界の何処かでしている戦争だ、これも人間にとっ

ては大きな障害ではないだろうか。賢明な人間の力でこの障害を取り除いてほしいものだ！。其れ

は何時になるか分からないが！？。 

2003.6 

ＣＴＦ通信３号の執筆者・鈴木さん有難うございました。次回は高橋氏にお願いしました。 
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